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1. 緒言 
 再稼働後の沸騰水型原子炉（BWR）の

信頼性向上および高経年化対策への水化

学技術の一つとして、構造材料の腐食電

位(ECP)を低減して、粒界応力腐食割れの

進展を抑制する水素注入（HWC）や貴金

属注入（NMCA）等の腐食環境緩和技術が

あり、一部の BWR では適用されている。

HWC や NMCA の効果として ECP が目標

値以下に低下していることを実機で実測

によって確認する必要がある。そこで本

発表では、BWR 向け ECP センサと BWR
での ECP 測定の状況について報告する。 
2. ECP センサを用いた実測 

当社では、加圧水型原子炉向けの Pt 型のピ

ンヘッド構造を除き、これまで 5 種類の BWR
向けECPセンサを開発し実機で使用してきた

(表 1)。Fe/Fe3O4 型は新たに開発したもので、

今後 Ag/AgCl 型の代わりに使用予定である。

ECP センサはいくつかの型がある。これは基

準電位発生原理の異なる 2 つ以上の型の ECP
センサを設置するのが基本的測定方法のため

である。評価対象部位に応じて、炉底部（ボ

トムドレン）や再循環系から引き出した配管

にこれらの ECP センサを複数本設置する。 
3. 実機での測定結果 
 種々の BWR 炉型でこれまでの短期水素注入調査時にボトムドレンで測定された ECP の例を図 1 に示した

[1-3]。いずれの BWR 炉型においても、給水水素濃度の増加により ECP が低下する傾向を確認している。た

だし、炉型や出力の違いによってECP低減効果は異なる。再稼働後に腐食環境緩和技術を適用する場合には、

HWC 単独に比べて少ない水素注入量で一次冷却系の広い範囲で ECP を－230 mV 以下に低減できる NMCA
等の改良水化学技術を適用し、ECP を測定して効果を確認することが望ましいと考える。 
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表 1 ECP センサの種類と特徴 

 

 
図 1 実機における ECP 測定結果[1-3] 


